
～

　法定受託事務 自治事務

　 　 有 　 　無

 　   有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

吉川市年間負担経費(Ａ－Ｂ）

補　助　・　単　独　区　分

　

投

入

資

源

人　　　件　　　費

正職員人件費

会計年度任用職員人件費

受益者負担額（使用料・手数料等）

そ   　の    他 

市　      　  債

県  支  出  金

国  庫　支　出　金

トータルコスト計（①＋②＋③－④）

コ ス ト 対 象 外  (除外)

間　 接　 経 　費　(加算)

Ｂ
　
特
定
財
源

事　　　業  　　費

成
果
指
標

①

②

正職員投入人員

人
1,400

Ｃ

Ｄ

スポーツイベント（GO!スポーツ）の参加者数
人

1,400

1,000

30 15 34

1,000 1,000
1,000 1,000

GO!スポーツの延べ参加者数 901 342 934

1,400
1,400 1,400

ファミリー事業の延べ参加者数 1,055 284

GO!スポーツの開催数

スポーツイベント（ファミリー事業）の参加者数

32 32
32

829

32

12
12 12

ファミリー事業の開催数 13 2 11
活
 

動
 

指
 

標

①
スポーツイベント（ファミリー事業）の開催数

回
12 12

②
スポーツイベント（GO!スポーツ）の開催数

回
32

③

73,04373,014 73,217
対
象
指
標

①
全市民

人
74,484 74,771

②
スポーツ推進委員数

人
25

スポーツ推進委員の人数 25 25

0

5,310

受益者負担率（⑩÷⑤）

計画(見込)値 計画(見込)値
実績値 実績値 実績値目

標

設

定

・

実

績

区分
指　　   　　 標　 　 　　　名　　(上段)

計　算　式　　・　説　     明  　（下段）
単　位

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

25 25
25 25

73,756 74,372
住民基本台帳

25

目標(見込)値

吉川市単独

15,17810,604 15,178 4,575

18,052 18,052

18,052 18,052

0

0

一部補助 補助事業の上乗せ・横出しあり

12,437 13,821 17,747

73,514

目標(見込)値 目標(見込)値

全額補助

11,977

県  補  助  率

10,604 15,178 4,575 15,178

0

10,604 15,178

当初(千円)

10,365

国  補  助  率

2.02人 2.02人

1,612 1,834 3,217 2,569

区分

404101 スポーツ活動推進事業

計画(千円)

Ａ
　
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

11,977 12,437 13,821 17,747

まちづくり目標

決算(千円)

・スポーツ推進委員の委嘱、定例会の開催
・スポーツ事業の企画運営

0

735

0

5,310

個別計画の位置付け

10,604

1.34人 1.40人 1.40人 2.02人 0.62人

0

主な業務プロセス

2,874

10,365

施　　　　策 直接事業費

対　　象
（誰を、何を）

（直接の対象）スポーツ推進委員
（最終的な対象）市民

意　　図
(対象にどの
ような状態に
なってほしい

のか)

00 99 全年齢

各種スポーツ事業を企画、開催し、市民がスポーツ活動に参
加する機会を得ることができる。

対象年齢

決算(千円)
令和1年度 令和2年度 令和3年度

目
　
　
　
的

区　　　　　分

前年度事務事業

予算(千円)

CP戦略ﾌﾟﾗﾝとの関連 戦略４ 移住者の呼び込み

増減額(千円)

と
の
関
係

基
本
計
画

第２章 元気・健やか・幸せのまちづくり（健康福祉部門）

執 行 方 法 直営

40410101 スポーツ活動推進事業

2,874

15,178

手　　段
（どのような

事業を行うのか)

令和4年度 令和5年度

0

決算(千円)

類 似 事 業

健康長寿部 スポーツ推進課 スポーツ推進係

　　　毎年度繰り返し　 　  　単年度　　　  　複数年度

特定不可 未設定

　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

施策小項目

事業年齢 -

一般会計予
算
科
目

会計区分

スポーツ活動推進事業

款 項

目 細目

スポーツ費教育費
市まち･ひと･しごと

創生総合戦略との関連
基本目標２『市民の幸福実感を追求する』 スポーツ総務費

第６節 スポーツによる健康・体力づくり

(1)健康・体力づくりの推進

令和3年度 事 務 事 業 評 価 シ ー ト No. 4041 01

実施計画の位置付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

事務事業の性質

根拠法令等 スポーツ基本法基

　
　
本

　
　
事

　
　
項

事務事業名 スポーツ活動推進事業
所管部署名

事前評価日 令和3年9月1日 事前評価責任者 酒匂　淑子

事 業 期 間

関連付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無 事 業 区 分
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教育費 / スポーツ費 / スポーツ総務費

※令和2年度から「スポーツ教室等開催事業」と本事業を合併

１　ファミリー事業 ３　スポーツ教室

事業名 回数 参加者数 事業名 回数 参加者数

キッズスポーツクラブ 9回 延べ199人 ジュニア水泳 5回 延べ241人

親子グラウンドゴルフ大会 1回 延べ90人 アクアビクス（木） 12回 延べ122人

チャレンジザウォーク 1回 延べ540人 アクアビクス（土） 12回 延べ201人

ボッチャ体験（市民まつり） 中止 ノルディックウォーキング 2回 延べ35人

合計 11回 延べ829人 ご近所♪スポーツ教室 35回 延べ192人

２　ＧＯ！スポーツ（北谷グラウンドゴルフを含む） ４　スポーツ大会

卓球・卓球バレー・ボッチャ・グラウンドゴルフなど 事業名 回数 参加者数

事業名 回数 参加者数 第6回グラウンドゴルフ大会 1回 延べ65人

前期 16回 延べ466人 ボッチャ大会 1回 延べ72人

後期 18回 延べ468人 ５　スポーツ講習会

合計 34回 延べ934人 事業名 回数 参加者数

トレーニング講習会 24回 延べ175人

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

効

率

性

★★★
①

受益者負担
適正化
の余地

コスト改善
の余地

59.21%,

　　  妥当　　　　要検討
役割分担

（行政関与）

概ね達成された

成果向上の
余地

　　  あり　　　 　なし

1,613,374.27 円

　　  あり　　     なし

これまでの
改革・改善内容

平成26年度に、世代、性別、障がいの有無に関係なく、誰もが参加できる事業として一部見直しを行いニュースポーツを取り入れた。
平成29年度には、障がい者スポーツを積極的に導入した。（卓球バレー、ボッチャ）
令和2年度から、「スポーツ活動推進事業」と「スポーツ教室等開催事業」を一体的に推進するため、本事業に統合を図った。
令和3年度においては、令和4年3月に「吉川市スポーツ推進計画」を策定、公表した。

事業を取り巻く環境
やニーズの変化

リスク（マイナス要素） 機会（プラス要素）

新型コロナウイルス感染症の拡大防止や新しい生活様式により、不要
不急の外出自粛が求められているため、スポーツ教室などの参加者が
減少傾向にある。

身近で気軽にスポーツや運動ができる機会に対する意識が高まってい
る。

行財政改革大綱
との関連

（点検・確認）

①

改

革

改

善

活動指標　を単位として換算 単位 ： 円/回

　　  あり　     　 なし

（増加目標指標）

（増加目標指標） 達成度がやや低い

令和3年度 単位当たりコスト換算指標 令和1年度

スポーツイベント（ファミリー事業）の開催数
98.41%

令和1年度

評

価

年

度

の

主

な

取

組

市民がスポーツを通じて豊かな生活が送れるように、市がスポーツ基本法に基づき施策を実施することは妥当であ
る。

事

業

評

価

　　  あり　　      なし

令和2年度

変動率

主にスポーツ推進委員に対する報酬であり、最小限経費で行っているため、コスト改
善の余地はない。
市民がスポーツに親しむきっかけづくりを目的に、場と機会を提供するものであるた
め、受益者負担の余地はない。

対象者の年齢層や能力に応じた種目を実施することで、参加者の増加を図ることが
できる。
スポーツ・レクリエーション事業を実施し、市民のスポーツ活動への参加機会を推進
することは、上位施策であるスポーツによる健康・体力づくりに貢献している。

達成度がかなり低い

921,286.92 円 6,218,713.00 円

効率化

終了・完了

終了・完了

　廃止・休止

   拡　大

種別

単位当たり
コスト

変動率 減少している

達成度がやや低い

評価指標　（指標性質）令和3年度

★★★★

増加している
675.00%

令和2年度

★★★ ★
スポーツイベント（ファミリー事業）の参加者
数

スポーツイベント（ファミリー事業）の開催数

上位施策へ
の貢献度

25.94%
若干減少している

達成された
75.36%,

★★★★★

20.29%,
成果
指標

108.33%, 16.67%,

区　　　分

対象・手段   　　妥当　　    要検討
子どもから高齢者まで幅広い世代が気軽に参加できるスポーツ・レクリエーション事業を開催し、様々なスポーツを体
験する場を提供することは、市民の健康づくり・体力づくりに寄与しているものであり妥当である。

意　　　図 　　  妥当　   　 要検討

▲活動　　●成果

活動
指標

91.67%,
★

有

効

性

目
標
達
成
度

評価結果 判断理由（特記事項）

妥

当

性

達成度がかなり低い

（
一
次
評
価

）

事
業
の
方
向
性

　廃止・休止

     縮　小

対象者の年齢や障害の有無等に関わらず、誰もが気軽に楽しめるスポーツ種目を実施し、スポーツによる健康・体力づくりを推進、コミュニティ
の醸成、地域の活性化を図っていく。

今後の方針

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

「今後の方針」
の説明

（計画内容等）

一次評価日 令和4年5月31日

　現状のまま継続

   拡　大 　手段を改善（実施主体・手段の改善）      縮　小

　現状のまま継続

他の事業に統合

今後の方針    改善のうえで継続

効率化
二
次
評
価

他の事業に統合

一 次 評 価 責 任 者

説   明

二次評価日

一次評価の「今後の方針」やスポーツ推進計画に示した施策を踏まえ、事業の企画運営に努める。

令和4年6月22日

　手段を改善（実施主体・手段の改善）

酒匂　淑子

   改善のうえで継続

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3
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～

　法定受託事務 自治事務

　 　 有 　 　無

 　   有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

吉川市年間負担経費(Ａ－Ｂ）

補　助　・　単　独　区　分

　

関連付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無 事 業 区 分

スポーツ総務費

第６節 スポーツによる健康・体力づくり

(1)健康・体力づくりの推進

令和3年度 事 務 事 業 評 価 シ ー ト No. 4041 02

実施計画の位置付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

事務事業の性質

根拠法令等 学校教育法、学校教育基本法、スポーツ基本法基

　
　
本

　
　
事

　
　
項

事務事業名 学校開放事業
所管部署名

事前評価日 令和3年9月1日 事前評価責任者 酒匂　淑子

事 業 期 間

決算(千円)

類 似 事 業

健康長寿部 スポーツ推進課 スポーツ推進係

　　　毎年度繰り返し　 　  　単年度　　　  　複数年度

昭和50年度 未設定

　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

施策小項目

事業年齢 46歳

一般会計予
算
科
目

会計区分

スポーツ活動推進事業

款 項

目 細目

スポーツ費教育費
市まち･ひと･しごと

創生総合戦略との関連
基本目標２『市民の幸福実感を追求する』

と
の
関
係

基
本
計
画

第２章 元気・健やか・幸せのまちづくり（健康福祉部門）

執 行 方 法 直営

40410301 学校体育施設開放使用許可

449

3,532

手　　段
（どのような

事業を行うのか)

令和4年度 令和5年度

0

（直接の対象）学校開放利用団体・学校開放運営委員
（最終的な対象）市民

意　　図
(対象にどの
ような状態に
なってほしい

のか)

00 99 全年齢

学校開放体育施設を開放することにより、身近な学校体育施
設でスポーツ活動ができる。

対象年齢

決算(千円)
令和1年度 令和2年度 令和3年度

目
　
　
　
的

区　　　　　分

前年度事務事業

予算(千円)

CP戦略ﾌﾟﾗﾝとの関連

増減額(千円)

まちづくり目標

決算(千円)

・学校開放運営委員会の開催
・学校体育施設の鍵管理者指定
・学校開放施設利用調整会の開催
・学校開放施設の利用受付・貸出
・学校開放に関する学校体育施設の管理

0

△ 51

0

△ 2,957

個別計画の位置付け

6,438

0.43人 0.85人 0.85人 0.47人 △ 0.38人

0

主な業務プロセス

449

3,326

施　　　　策 直接事業費

対　　象
（誰を、何を）

3,693 6,938 6,887 3,980

0.47人 0.47人

367 500 449 449

区分

404103 学校開放事業

計画(千円)

Ａ
　
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

正職員投入人員

県  補  助  率

6,438 3,532 △ 2,906 3,532

0

6,438 3,532

当初(千円)

3,326

国  補  助  率

73,514

22.30% 21.78% 48.61%

1,547

47.74%

目標(見込)値 目標(見込)値

全額補助

1,930

吉川市単独

3,5326,438 3,532 △ 2,906

3,981 3,981

3,981 3,981

1,500 1,935 388

0

一部補助 補助事業の上乗せ・横出しあり

5,391 5,387 2,045

計画(見込)値 計画(見込)値
実績値 実績値 実績値目

標

設

定

・

実

績

区分
指　　   　　 標　 　 　　　名　　(上段)

計　算　式　　・　説　     明  　（下段）
単　位

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

12 12
12 12

73,756 74,372
住民基本台帳

12

目標(見込)値

73,04373,014 73,217
対
象
指
標

①
全市民

人
74,484 74,771

②
学校開放数

校
11

学校開放の対象校数 11 12

0

△ 3,345

受益者負担率（⑩÷⑤）

1,763

3
3 3

利用調整会の開催数 3 3 3
活
 

動
 

指
 

標

①
利用調整会

回
3 3

②
運営委員会

回
2

③

2 2
2

117

2
2 2 2

61.00 61.00
61.00 61.00

利用可能枠に対する利用枠の割合 60.11 61.61 58.38

110
110 110

成人の代表者を有する5人以上の登録団体 109 112

運営委員会の開催数

利用団体数

Ｃ

Ｄ

利用率
%

110

55.00

投

入

資

源

人　　　件　　　費

正職員人件費

会計年度任用職員人件費

受益者負担額（使用料・手数料等）

そ   　の    他 

市　      　  債

県  支  出  金

国  庫　支　出　金

トータルコスト計（①＋②＋③－④）

コ ス ト 対 象 外  (除外)

間　 接　 経 　費　(加算)

Ｂ
　
特
定
財
源

事　　　業  　　費

成
果
指
標

①

②

団体
110
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教育費 / スポーツ費 / スポーツ総務費

酒匂　淑子

   改善のうえで継続

　手段を改善（実施主体・手段の改善）

説   明

二次評価日

一次評価「今後の方針」を踏まえ、各学校、教育委員会や利用者（団体）と連携し、事業の運営にあたる。

令和4年6月22日

他の事業に統合

一 次 評 価 責 任 者

（
一
次
評
価

）

事
業
の
方
向
性

　廃止・休止

     縮　小

学校体育施設の利用については、学校開放利用調整会において注意喚起を行いながら、継続的かつ安定的な運用に努める。

今後の方針

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

「今後の方針」
の説明

（計画内容等）

一次評価日 令和4年5月31日

　現状のまま継続

   拡　大 　手段を改善（実施主体・手段の改善）      縮　小

　現状のまま継続

他の事業に統合

今後の方針    改善のうえで継続

効率化
二
次
評
価

100.00%, 100.00%,

区　　　分

対象・手段   　　妥当　　    要検討
学校教育法第137条、社会教育法44条及びスポーツ基本法第13条に基づき、学校教育に支障のない限り学校体育
施設を一般に供するよう努めなければならないとされていることから、利用調整会や運営委員会を開催し、学校と利
用者との調整を図っている当事業の対象、手段、意図は妥当である。

意　　　図 　　  妥当　   　 要検討

▲活動　　●成果

活動
指標

100.00%,
★★★★★

有

効

性

目
標
達
成
度

評価結果 判断理由（特記事項）

妥

当

性

達成された

種別

単位当たり
コスト

変動率 減少している

概ね達成された

評価指標　（指標性質）令和3年度

★★★★★

増加している
187.85%

令和2年度

★★★★★ ★★★★★
利用率

① 利用調整会

上位施策へ
の貢献度

57.37%
増加している

達成された
109.29%,

★★★★★

101.00%,
成果
指標

変動率

小中学校鍵管理者への報償費はボランティアに等しいものであり、低コストで取り組
んでいる事業のため、コスト改善の余地はない。
平成18年度から使用料を徴収しているが、見直しは行っておらず、今後検討の余地
はある。

学校体育施設の利用調整を図り、利用が円滑になることで成果向上の余地はある。
学校体育施設の利用は、身近なスポーツ活動の場になることから、スポーツによる健
康・体力づくりという上位施策への貢献度は高い。

達成された

1,231,083.33 円 2,312,540.00 円

効率化

終了・完了

終了・完了

　廃止・休止

   拡　大

活動指標　を単位として換算 単位 ： 円/回

　　  あり　     　 なし

（増加目標指標）

（増加目標指標） 達成された

令和3年度 単位当たりコスト換算指標 令和1年度

利用調整会
119.70%

令和1年度

評

価

年

度

の

主

な

取

組

利用団体と小中学校との連絡・調整や、学校体育施設（体育館出入り口）の鍵貸出し管理などの業務を行うため、行
政機関が実務を行う必要がある。

事

業

評

価

　　  あり　　      なし

令和3年度の各校利用率

改

革

改

善

令和2年度

リスク（マイナス要素） 機会（プラス要素）

学校側から利用後の状況について苦情を受けることが多い。
ただし、運動場などは一般利用者もいるため、学校開放利用団体とは
限らない。

地域の拠点である小中学校の体育施設が利用できるため、利便性が
高い。

平成18年度から「吉川市立小・中学校体育施設開放に関する使用料条例」に基づき使用料を徴収しているが、全庁的に使用料の見直しを図る
際に併せて、使用料の改定を検討する。

-

-

-

-

-

-

97.2% - -

-

学校名

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

効

率

性

★★★★
②

受益者負担
適正化
の余地

コスト改善
の余地

95.70%,

　　  妥当　　　　要検討
役割分担

（行政関与）

達成された

成果向上の
余地

　　  あり　　　 　なし

1,326,793.33 円

　　  あり　　     なし

これまでの
改革・改善内容

平成18年度から「吉川市立小・中学校体育施設開放に関する使用料条例」の施行により、使用料を徴収。
平成18年度から「学校体育施設運営委員会」を置く。
令和2年度からは感染症予防対策に関する説明を学校開放利用調整会において実施していることから、調整会に出席していない団体について
は空き申請を不可としている。

事業を取り巻く環境
やニーズの変化

行財政改革大綱
との関連

（点検・確認）

校庭 体育館 武道場

使用枠 使用可能枠 使用率 使用枠 使用可能枠 使用率 使用枠 使用可能枠 使用率

-

旭小 401 1,274 31.5% 1,367 1,919 71.2% - - -

吉川小 37 1,494 2.5% 1,051 2,159 48.7% - -

関小 980 1,398 70.1% 1,648 2,028 81.3% - -

三輪野江小 596 1,565 38.1% 1,265 2,114 59.8% - -

栄小 898 1,633 55.0% 1,214 2,000 60.7% - -

北谷小 814 1,643 49.5% 1,315 2,075 63.4% - -

美南小 752 1,556 48.3% 1,480 1,940 76.3% - -

中曽根小 808 1,628 49.6% 1,112 1,956 56.9% - -

-

中央中 39 131 29.8% 473 596 93.5% - -

南中 16 131 12.2% 451 467 96.6% - -

平均値

使用枠 使用可能枠 使用率

18,315 31,370 58.38%-

吉川中 - 508 524 96.9% 470 591 79.5%

東中 - 620 638

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3
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～

　法定受託事務 自治事務

　 　 有 　 　無

 　   有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

吉川市年間負担経費(Ａ－Ｂ）

補　助　・　単　独　区　分

　

関連付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無 事 業 区 分

スポーツ総務費

第６節 スポーツによる健康・体力づくり

(2)スポーツ、レクリエーション活動の支援

意　　図
(対象にどの
ような状態に
なってほしい

のか)

00 99 全年齢

スポーツ団体の活動を支援し、育成、自立を促すことにより、
市民のスポーツ活動の参加の機会が拡大する。

対象年齢

決算(千円)

目
　
　
　
的

区　　　　　分

CP戦略ﾌﾟﾗﾝとの関連 戦略４ 移住者の呼び込み

令和3年度 事 務 事 業 評 価 シ ー ト No. 4041 03

実施計画の位置付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

事務事業の性質

根拠法令等 スポーツ基本法基

　
　
本

　
　
事

　
　
項

事務事業名 スポーツ団体活動支援事業
所管部署名

事前評価日 令和3年9月1日 事前評価責任者 酒匂　淑子

事 業 期 間

と
の
関
係

基
本
計
画

第２章 元気・健やか・幸せのまちづくり（健康福祉部門）

（直接の対象）市スポーツ協会、市スポーツ少年団、総合型
地域スポーツクラブ
（最終的な対象）市民

決算(千円)

類 似 事 業

健康長寿部 スポーツ推進課 スポーツ推進係

　　　毎年度繰り返し　 　  　単年度　　　  　複数年度

特定不可 未設定

　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

施策小項目

事業年齢 -

一般会計予
算
科
目

会計区分

スポーツ活動推進事業

款 項

目 細目

スポーツ費教育費
市まち･ひと･しごと

創生総合戦略との関連
基本目標２『市民の幸福実感を追求する』

執 行 方 法 補助・負担等 補助金の交付

40410403 社会教育関係団体補助金交付

4,356

9,167

手　　段
（どのような

事業を行うのか)

令和4年度 令和5年度

0

令和1年度 令和2年度 令和3年度

増減額(千円)

まちづくり目標

決算(千円)

・スポーツ団体が行う事業、教室及び大会等の開催を支援す
る。
・市民体育祭やなまずの里マラソンを共催する。
・スポーツ団体の育成と自主運営ができるように支援する。

0

159

0

△ 6,125

個別計画の位置付け

15,451

3.34人 2.04人 2.04人 1.22人 △ 0.82人

0

主な業務プロセス

施　　　　策 直接事業費

対　　象
（誰を、何を）

前年度事務事業

30,381 17,444 19,806 11,319

区分

25,835

4,356

25,835

404104 スポーツ団体活動支援事業

計画(千円)

県  補  助  率

15,451 9,167 △ 6,284 9,167

0

15,451

当初(千円)

国  補  助  率

予算(千円)

1.22人 1.22人

4,546 1,993 4,355 2,152

9,167

73,514

目標(見込)値 目標(見込)値

全額補助

30,381

吉川市単独

9,16715,451 9,167 △ 6,284

13,523 13,523

13,523 13,523

0

0

一部補助 補助事業の上乗せ・横出しあり

17,444 19,806 11,319

計画(見込)値 計画(見込)値
実績値 実績値 実績値目

標

設

定

・

実

績

区分
指　　   　　 標　 　 　　　名　　(上段)

計　算　式　　・　説　     明  　（下段）
単　位

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

73,756 74,372
住民基本台帳

目標(見込)値

73,04373,014 73,217
対
象
指
標

①
全市民

人
74,484 74,771

②

0

△ 6,125

受益者負担率（⑩÷⑤）

4,140
4,140 4,140

スポーツ協会補助金 4,271 1,718 1,937
活
 

動
 

指
 

標

①
スポーツ協会への補助金額

千円
4,271 4,250

②
スポーツ協会主催事業数

回
42

1 1
総合型地域スポーツクラブの設置数 1 1 1

③

42 42
42

24

42
39 6 13

150 100
100 100

総合型地域スポーツクラブの会員数 99 39 65

24
24 24

スポーツ協会の加盟団体数 25 25

総合型地域スポーツクラブ設置数
団体

1 1 1

スポーツ協会主催の教室、市民体育祭、ﾏﾗｿﾝ大会、表彰式

スポーツ協会加盟団体数 25

Ａ
　
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

Ｃ

Ｄ

総合型地域スポーツクラブ会員数
人

投

入

資

源

人　　　件　　　費

正職員人件費

会計年度任用職員人件費

受益者負担額（使用料・手数料等）

そ   　の    他 

市　      　  債

県  支  出  金

国  庫　支　出　金

トータルコスト計（①＋②＋③－④）

コ ス ト 対 象 外  (除外)

間　 接　 経 　費　(加算)

Ｂ
　
特
定
財
源

事　　　業  　　費

成
果
指
標

①

②

正職員投入人員

団体
25

150
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教育費 / スポーツ費 / スポーツ総務費

１　スポーツ協会主催事業

２　なまずの里クラブの開催数及び登録者数

※各種目に重複して登録している会員がいるため、会員数（65人）とは一致しない。

卓球

事業名

バトミントン

回

23

23

登録者数

34

33

1

13

1495人

206人

93人

1784人

事業名 回 参加者数（対象者）

吉川なまずの里マラソン

各小学校区市民体育祭

種目別体育祭

スポーツ教室開催数

スポーツ協会表彰式

合計

9

酒匂　淑子

   改善のうえで継続

   拡　大

一次評価「今後の方針」を踏まえ、各団体と緊密に連携して、事業運営に努める。また、「なまずの里マラソン大会」のあり方についても、関係者
や団体等から広く意見を聴取し、検討を進める。

令和4年6月22日

（
一
次
評
価

）

事
業
の
方
向
性

他の事業に統合

一 次 評 価 責 任 者

3

今後の方針    改善のうえで継続

効率化
二
次
評
価

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針 　手段を改善（実施主体・手段の改善）

説   明

二次評価日

今後の方針

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

「今後の方針」
の説明

（計画内容等）

一次評価日 令和4年5月31日

　現状のまま継続

   拡　大 　手段を改善（実施主体・手段の改善）      縮　小

他の事業に統合

92.86%, 14.29%,

区　　　分

対象・手段   　　妥当　　    要検討
吉川市スポーツ協会、吉川市スポーツ少年団の活動に対し、その事業費の一部を補助することは、スポーツ基本法
第34条の規定に基づき必要があることから、対象や手段は妥当である。
スポーツ団体を支援し、育成、自立を促進することは、市民のスポーツ活動の参加の機会が拡大されるため、意図と
して妥当である。

意　　　図 　　  妥当　   　 要検討

▲活動　　●成果

活動
指標

30.95%,
★

有

効

性

目
標
達
成
度

評価結果 判断理由（特記事項）

妥

当

性

達成度がかなり低い

100.00%,

★★★★

100.00%,
成果
指標

種別

単位当たり
コスト

変動率 減少している

達成された

評価指標　（指標性質）令和3年度

★★

増加している
142.74%

令和2年度

★★★★★ ★★★★★
スポーツ協会加盟団体数

改

革

改

善

これまでの
改革・改善内容

総合型地域スポーツクラブについて、平成24年度に補助金交付要綱を整備し、平成24年度から平成26年度までは20万円、平成27年度から平成
28年度までは10万円の補助を行い、平成28年度をもって補助を終了した。また、新規会員獲得のための取り組みとして、令和4年度からの会費
の見直しについて検討を行った。

事業を取り巻く環境
やニーズの変化

リスク（マイナス要素） 機会（プラス要素）

現在、少子・高齢化が進み、総合型地域スポーツクラブの会員の約4割
が65歳以上となっていることから、会員現象が見込まれる。幅広い年齢
を対象とした種目を実施する必要がある。

総合型地域スポーツクラブの会員の約4割が65歳以上であることから、
高齢者の参加率を増やすことで、市の健康寿命を伸ばすきっかけとな
る。

行財政改革大綱
との関連

（点検・確認）

　廃止・休止

　廃止・休止

     縮　小

加盟団体や会員と連携を取りながら、事業の規模や内容を工夫することで他の事業との差別化を図り、より多くの市民の健康・体力づくりに寄与
する事業を実施していく。また、スポーツ協会の事業である「なまずの里マラソン大会」については、事務局として大会運営における目的や課題
を明確にし、今後のあり方について検討を行っていく。

　現状のまま継続

活動指標　を単位として換算 単位 ： 円/千円

　　  あり　     　 なし

（増加目標指標）

（増加目標指標） 達成された

令和3年度 単位当たりコスト換算指標 令和1年度

スポーツ協会への補助金額
99.38%

評

価

年

度

の

主

な

取

組

今後もスポーツ団体を支援することは、市民のスポーツ活動の参加の機会を拡大するとともに、心身ともに健康で豊
かな生活を送るための、役割分担として妥当である。

事

業

評

価

　　  あり　　      なし

7,113.30 円効

率

性

★★★★★
①

受益者負担
適正化
の余地

コスト改善
の余地

100.00%,

　　  妥当　　　　要検討
役割分担

（行政関与）

達成度が低い

成果向上の
余地

　　  あり　　　 　なし

5,843.82 円

　　  あり　　     なし

スポーツ団体の自主的な活動を促進し、マラソンや市民体育祭など共催事業に係る
人件費を抑制することでコスト改善の余地はある。
スポーツ団体に対する補助事業であるため、受益者負担の適正化の余地はない。

スポーツ団体主催の大会や教室等が積極的に開催されることで、市民のスポーツ活
動がより推進されることから成果向上の余地はある。
スポーツ団体への活動支援は、スポーツによる健康・体力づくりという上位施策への
貢献度は高い。

令和1年度

10,153.85 円

令和2年度

② スポーツ協会主催事業数

上位施策へ
の貢献度

57.55%
ほぼ変動していない

概ね達成された

達成された

新型コロナウイルス感染予防のため延期

備考

新型コロナウイルス感染予防のため延期

野球、ソフトボール、卓球、ゴルフ、少年野球、テニス、空手道、インディアカ、ハンドボール

弓道、サッカー、水泳

受賞者数

変動率

効率化

終了・完了

終了・完了

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3
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～

　法定受託事務 自治事務

　 　 有 　 　無

 　   有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

吉川市年間負担経費(Ａ－Ｂ）

補　助　・　単　独　区　分

　

関連付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無 事 業 区 分

体育施設費

第６節 スポーツによる健康・体力づくり

(3)スポーツ環境の整備

令和3年度 事 務 事 業 評 価 シ ー ト No. 4041 04

実施計画の位置付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

事務事業の性質

根拠法令等 スポーツ基本法基

　
　
本

　
　
事

　
　
項

事務事業名 総合体育館管理運営事業
所管部署名

事前評価日 令和3年9月1日 事前評価責任者 酒匂　淑子

事 業 期 間

決算(千円)

類 似 事 業

健康長寿部 スポーツ推進課 スポーツ推進係

　　　毎年度繰り返し　 　  　単年度　　　  　複数年度

昭和58年度 未設定

　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

施策小項目

事業年齢 38歳

一般会計予
算
科
目

会計区分

体育施設管理運営事業

款 項

目 細目

スポーツ費教育費
市まち･ひと･しごと

創生総合戦略との関連
基本目標２『市民の幸福実感を追求する』

と
の
関
係

基
本
計
画

第２章 元気・健やか・幸せのまちづくり（健康福祉部門）

執 行 方 法 一部委託 委託業務の発注

40410501 総合体育館使用許可の交付(窓口)

62,692

18,184

手　　段
（どのような

事業を行うのか)

令和4年度 令和5年度

0

（直接の対象）総合体育館利用者
（最終的な対象）市民

意　　図
(対象にどの
ような状態に
なってほしい

のか)

00 99 全年齢

総合体育館の利用者が安全で快適に利用できる。

対象年齢

決算(千円)
令和1年度 令和2年度 令和3年度

目
　
　
　
的

区　　　　　分

前年度事務事業

予算(千円)

CP戦略ﾌﾟﾗﾝとの関連 戦略１ 「住みよさ」推し

増減額(千円)

まちづくり目標

決算(千円)

・総合体育館の貸管理業務、施設維持管理業務を行う。
・職員による日常点検、施設点検を行う。

△ 6,711

△ 12,365

0

△ 9,329

個別計画の位置付け

15,148

1.69人 2.00人 2.00人 2.42人 0.42人

0

主な業務プロセス

54,342

13,072

施　　　　策 直接事業費

対　　象
（誰を、何を）

62,294 61,543 49,195 52,214

1

6,711

2.42人 2.42人

49,222 46,395 34,047 34,030

区分

404105 総合体育館管理運営事業

計画(千円)

県  補  助  率

15,148 18,184 3,036 18,184

0

15,148 18,184

当初(千円)

13,072

国  補  助  率

73,514

4.82% 8.35% 8.63%

2,968

6.60%

目標(見込)値 目標(見込)値

全額補助

58,166

吉川市単独

18,18415,148 18,184 3,036

80,876 72,526

80,876 72,526

4,110 4,508 1,540

0

一部補助 補助事業の上乗せ・横出しあり

51,852 45,066 47,695

計画(見込)値 計画(見込)値
実績値 実績値 実績値目

標

設

定

・

実

績

区分
指　　   　　 標　 　 　　　名　　(上段)

計　算　式　　・　説　     明  　（下段）
単　位

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

73,756 74,372
住民基本台帳

目標(見込)値

73,04373,014 73,217

19 12 19 11

対
象
指
標

①
全市民

人
74,484 74,771

②

△ 1

△ 4,157

受益者負担率（⑩÷⑤）

4,109

340
340 340

年間開館日数 339 265 340
活
 

動
 

指
 

標

①
開館日数

日
340 340

②
定期点検数

回
6

③

6 6
6

84,089

6
6 6 6

100,000
100,000 100,000

年間利用者 88,538 55,307

職員による定期点検（2か月に1回）

利用者 100,000

Ａ
　
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

Ｃ

Ｄ

投

入

資

源

人　　　件　　　費

正職員人件費

会計年度任用職員人件費

受益者負担額（使用料・手数料等）

そ   　の    他 

市　      　  債

県  支  出  金

国  庫　支　出　金

トータルコスト計（①＋②＋③－④）

コ ス ト 対 象 外  (除外)

間　 接　 経 　費　(加算)

Ｂ
　
特
定
財
源

事　　　業  　　費

成
果
指
標

①

②

正職員投入人員

人
100,000
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教育費 / スポーツ費 / 体育施設費

小　　計 3,500 407 119 100 8,158 12,284

合　　　計 39,444 17,951 11,407 5,978 1,151 8,158 84,089

112 324

免        除 343 127 5 2,448 2,923

小　　計 35,944 17,544 11,288 5,878 1,151 71,805

個
人
利
用

有
料

5市1町内 3,017 266 61 95 5,598 9,037

5市1町外 140 14 53 5

25 3,924

免        除 10,049 10,259 22 360 518 21,208

合　　　計 2,559 1,249 618 485 96 5,007

利
用
者
数

団
体
利
用

有
料

5市1町内 24,169 7,170 11,151 3,575 608 46,673

5市1町外 1,726 115 115 1,943

237

免        除 279 514 3 16 48 860

総合体育館利用状況 大体育室 小体育室 第1武道場 第2武道場 小会議室 トレーニング室 計

利
用
件
数

団
　
　
体

有
料

5市1町内 2,134 727 606 397 46 3,910

5市1町外 146 8 9 72 2

酒匂　淑子

   改善のうえで継続

　手段を改善（実施主体・手段の改善）

説   明

二次評価日

一次評価「今後の方針」を踏まえ、利用者が安心・安全に施設を利用できるよう、事業運営に努める。

令和4年6月22日

他の事業に統合

一 次 評 価 責 任 者

（
一
次
評
価

）

事
業
の
方
向
性

　廃止・休止

     縮　小

施設整備に係る修繕については、その必要性やコスト等を踏まえながら、優先度の高いものから順次進めていく。

今後の方針

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

「今後の方針」
の説明

（計画内容等）

一次評価日 令和3年5月31日

　現状のまま継続

   拡　大 　手段を改善（実施主体・手段の改善）      縮　小

　現状のまま継続

他の事業に統合

今後の方針    改善のうえで継続

効率化
二
次
評
価

99.71%, 77.94%,

区　　　分

対象・手段   　　妥当　　    要検討
スポーツによる市民の健康と体力づくりを目的とした施設を市が設置し、市民が安心・安全・快適に利用できるよう管
理することは責務であり、その対象と手段は妥当である。

意　　　図 　　  妥当　   　 要検討

▲活動　　●成果

活動
指標

100.00%,
★★★

有

効

性

目
標
達
成
度

評価結果 判断理由（特記事項）

妥

当

性

達成度がやや低い

令和2年度

① 開館日数

上位施策へ
の貢献度

66.13%
増加している

概ね達成された

88.54%,

★★★★

55.31%,
成果
指標

種別

単位当たり
コスト

変動率 減少している

概ね達成された

評価指標　（指標性質）令和3年度

★★★★★

増加している
126.38%

令和2年度

★★★★ ★★★
利用者

改

革

改

善

これまでの
改革・改善内容

施設の維持管理に係る修繕については、緊急性を考慮し、優先度の高いものから順次対応している。また、軽微な修繕については、職員で対応
するなど、速やかな対応に努めている。

事業を取り巻く環境
やニーズの変化

リスク（マイナス要素） 機会（プラス要素）

総合体育館は設置から約40年が経過しており、建物内外の老朽化が
著しい。

吉川市公共施設長寿命化計画（令和3年3月策定）に基づき、大規模改
修も含め、計画的に改修を実施していく。

施設設備の修繕に関しては、予防保全、事後保全の観点から、最適な手法を選択して、施設の維持管理を進めていく。
行財政改革大綱

との関連
（点検・確認）

変動率

老朽化している当施設の修繕、さらに維持費やそのランニングコストを削減していくこ
とで、コスト改善は可能である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　施設使用料も実情に合った見直しをすることで、受益者負担の適正化
の余地はある。

施設を適正に管理することで、施設の安全性と利便性が確保されるものであるので、
成果向上の余地はある。スポーツ推進計画に位置づけされている、スポーツ環境を
整備することで、その上位施策であるスポーツによる健康と体力づくりという目的達成
に貢献できる。

達成度がやや低い

183,759.55 円 232,239.47 円

効率化

終了・完了

終了・完了

　廃止・休止

   拡　大

活動指標　を単位として換算 単位 ： 円/日

　　  あり　     　 なし

（増加目標指標）

（増加目標指標） 概ね達成された

令和3年度 単位当たりコスト換算指標 令和1年度

開館日数
118.57%

令和1年度

評

価

年

度

の

主

な

取

組

行政が地域住民の健康と体力づくりを目的として設置した施設の維持管理をすることは、施設管理者としての責務で
あり、他の自治体でも同様である。今後も業務委託の受託者とともに協力しながら、利用者からの要望にも対応す
る。

事

業

評

価

　　  あり　　      なし

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

効

率

性

★★★★
①

受益者負担
適正化
の余地

コスト改善
の余地

84.09%,

　　  妥当　　　　要検討
役割分担

（行政関与）

達成された

成果向上の
余地

　　  あり　　　 　なし

153,571.36 円

　　  あり　　     なし

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3
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～

　法定受託事務 自治事務

　 　 有 　 　無

 　   有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

吉川市年間負担経費(Ａ－Ｂ）

補　助　・　単　独　区　分

　

関連付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無 事 業 区 分

体育施設費

第６節 スポーツによる健康・体力づくり

(1)健康・体力づくりの推進

令和3年度 事 務 事 業 評 価 シ ー ト No. 4041 05

実施計画の位置付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

事務事業の性質

根拠法令等 市民プール条例、同条例施行規則基

　
　
本

　
　
事

　
　
項

事務事業名 市民プール（屋外）管理運営事業
所管部署名

事前評価日 令和3年9月1日 事前評価責任者 酒匂　淑子

事 業 期 間

決算(千円)

類 似 事 業

健康長寿部 スポーツ推進課 スポーツ推進係

　　　毎年度繰り返し　 　  　単年度　　　  　複数年度

昭和56年度 未設定

　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

施策小項目

事業年齢 40歳

一般会計予
算
科
目

会計区分

体育施設管理運営事業

款 項

目 細目

スポーツ費教育費
市まち･ひと･しごと

創生総合戦略との関連
基本目標２『市民の幸福実感を追求する』

と
の
関
係

基
本
計
画

第２章 元気・健やか・幸せのまちづくり（健康福祉部門）

執 行 方 法 直営

40410601 市民プール(屋外)管理業務

0

手　　段
（どのような

事業を行うのか)

令和4年度 令和5年度

0

（直接の対象）屋外市民プールの利用者
（最終的な対象）市民

意　　図
(対象にどの
ような状態に
なってほしい

のか)

00 99 全年齢

屋外市民プールの利用者が安全で快適に利用できる。

対象年齢

市民プール（屋内温水）管理運営事業

決算(千円)
令和1年度 令和2年度 令和3年度

目
　
　
　
的

区　　　　　分

前年度事務事業

予算(千円)

CP戦略ﾌﾟﾗﾝとの関連

増減額(千円)

まちづくり目標

決算(千円)

・屋外市民プールの適正な維持管理を行う。
・屋外市民プールの今後の在り方について検討する。

0

△ 79

0

△ 4,932

個別計画の位置付け

5,605

0.43人 0.74人 0.74人 0.10人 △ 0.64人

0

主な業務プロセス

0

3,326

施　　　　策 直接事業費

対　　象
（誰を、何を）

43,525 6,677 6,600 1,745

40,199 1,073 995 994

区分

404106 市民プール（屋外）管理運営事業

計画(千円)

県  補  助  率

5,605 751 △ 4,853

0

5,605

当初(千円)

3,326

国  補  助  率

73,514

17.79%

目標(見込)値 目標(見込)値

全額補助

35,784

吉川市単独

5,605 751 △ 4,853

0 0

0 0

0

0

一部補助 補助事業の上乗せ・横出しあり

6,677 6,600 1,745

計画(見込)値 計画(見込)値
実績値 実績値 実績値目

標

設

定

・

実

績

区分
指　　   　　 標　 　 　　　名　　(上段)

計　算　式　　・　説　     明  　（下段）
単　位

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

73,756 74,372
住民基本台帳

目標(見込)値

73,04373,014 73,217
対
象
指
標

①
全市民

人
74,484 74,771

②

0

△ 4,932

受益者負担率（⑩÷⑤）

7,741

-
- -

開場日数実績 43 - -
活
 

動
 

指
 

標

①
市民プール(屋外)開場日数

日
43 -

②

③

-

-
- -

プールを利用した延べ人数 28,552 -

市民プール(屋外)利用者数 -

Ａ
　
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

Ｃ

Ｄ

投

入

資

源

人　　　件　　　費

正職員人件費

会計年度任用職員人件費

受益者負担額（使用料・手数料等）

そ   　の    他 

市　      　  債

県  支  出  金

国  庫　支　出　金

トータルコスト計（①＋②＋③－④）

コ ス ト 対 象 外  (除外)

間　 接　 経 　費　(加算)

Ｂ
　
特
定
財
源

事　　　業  　　費

成
果
指
標

①

②

正職員投入人員

人
31,000

Copyright ©2021 Yoshikawa City office. All Rights Reserved



教育費 / スポーツ費 / 体育施設費

令和3年度における吉川市屋外市民プールの今後のあり方検討～廃止までの経過

○令和3年5月25日　　　第5回庁内検討会議

○令和3年8月26日　　　庁内検討会議及び有識者会議での検討を経てまとめた市の考え方について報告をまとめ、政策会議に付議し、了承を得た。

○令和3年9月24日から令和3年10月25日まで

　　上記期間に実施したパブリック・コメントには１２件の意見が提出された。市の考え方（回答）を作成後、11月19日にホーム

　　ページで公表。

○令和3年11月30日　　「市民プール条例」改正案を作成し、12月議会に上程。原案可決となったため12月13日に公布、屋外市民プールは正式に

　　廃止となった。

酒匂　淑子

   改善のうえで継続

　手段を改善（実施主体・手段の改善）

説   明

二次評価日

一次評価を踏まえ、本事業は令和3年度を持って廃止とする。

令和4年6月22日

他の事業に統合

一 次 評 価 責 任 者

（
一
次
評
価

）

事
業
の
方
向
性

　廃止・休止

     縮　小

庁内検討会議及び有識者会議において、あらゆる視点から検討を行った結果、屋外市民プールを安心、安全かつ市民のニーズに応え得る施設
としての運営を維持することは困難であるとの考えをまとめ、パブリック・コメントを経て、条例改正案が可決され、正式に廃止となったことから、
本事業についても令和3年度を持って廃止とする。

今後の方針

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

「今後の方針」
の説明

（計画内容等）

一次評価日 令和4年5月31日

　現状のまま継続

   拡　大 　手段を改善（実施主体・手段の改善）      縮　小

　現状のまま継続

他の事業に統合

今後の方針    改善のうえで継続

効率化
二
次
評
価

100.00%, 評価不可

区　　　分

対象・手段   　　妥当　　    要検討
利用者が安心安全に利用できる施設を維持、運営していくことは責務であることから、著しく老朽化が進んだ施設の
今後のあり方を検討することは手段、意図ともに妥当である。

意　　　図 　　  妥当　   　 要検討

▲活動　　●成果

活動
指標

評価不可

有

効

性

目
標
達
成
度

評価結果 判断理由（特記事項）

妥

当

性

令和2年度

① 市民プール(屋外)開場日数

上位施策へ
の貢献度

評価不可
若干減少している

達成された
92.10%,

★★★★★

評価不可
成果
指標

種別

単位当たり
コスト

変動率

評価指標　（指標性質）令和3年度

評価不可
令和2年度

★★★★
市民プール(屋外)利用者数

改

革

改

善

これまでの
改革・改善内容

機械設備の老朽化が著しく、設備等の更新や修繕に多額の経費を要することから、令和２年度及び令和３年度は休場とし、今後のあり方につい
て検討を行った。

事業を取り巻く環境
やニーズの変化

リスク（マイナス要素） 機会（プラス要素）

昭和56年に開場して約40年が経過し、設備の老朽化が顕著となり、多
額の修繕費を要するほか、運営経費は赤字となっている。

今後のあり方の検討にあたっては、経営的な視点からも検討を行い、財政負担の観点からも今後運営を維持することは困難であるとの考えに
至った。行財政改革大綱

との関連
（点検・確認）

変動率

今後のあり方検討において、コスト改善や受益者負担の適正化についても検討を
行った。それぞれ、改善や適正化の余地はあるものの、今後も屋外市民プールを維
持、運営していくための有効な手段とはなり得ないとの結論に至った。

市としても、あらゆる視点から検討を行った結果、屋外市民プールの運営を維持する
ことは困難であるとの考えをまとめたことから成果向上の余地は無い。

1,012,212.19 円

効率化

終了・完了

終了・完了

　廃止・休止

   拡　大

活動指標　を単位として換算 単位 ： 円/日

　　  あり　     　 なし

（増加目標指標）

（増加目標指標） 概ね達成された

令和3年度 単位当たりコスト換算指標 令和1年度

市民プール(屋外)開場日数
91.02%

令和1年度

評

価

年

度

の

主

な

取

組

利用者が安心安全に利用できる施設を維持することや、今後のあり方を検討することは行政の役割として妥当だが、
レジャー的要素の強い屋外市民プールを行政が運営する点については検討を要する。

事

業

評

価

　　  あり　　      なし

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

効

率

性

①

受益者負担
適正化
の余地

コスト改善
の余地

評価不可

　　  妥当　　　　要検討
役割分担

（行政関与）

成果向上の
余地

　　  あり　　　 　なし

　　  あり　　     なし

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3
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～

　法定受託事務 自治事務

　 　 有 　 　無

 　   有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

吉川市年間負担経費(Ａ－Ｂ）

補　助　・　単　独　区　分

　

投

入

資

源

人　　　件　　　費

正職員人件費

会計年度任用職員人件費

受益者負担額（使用料・手数料等）

そ   　の    他 

市　      　  債

県  支  出  金

国  庫　支　出　金

トータルコスト計（①＋②＋③－④）

コ ス ト 対 象 外  (除外)

間　 接　 経 　費　(加算)

Ｂ
　
特
定
財
源

事　　　業  　　費

成
果
指
標

①

②

正職員投入人員

人
58,000 58,000

Ａ
　
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

Ｃ

Ｄ

58,000
58,000 58,000

屋内温水プールを利用した延べ人数 53,503 18,039

利用者数

32,761

335
338 338

休館日、臨時休館等を除いた開館日数 337 198 338
活
 

動
 

指
 

標

①
開場日数

日
320 320

②

③

73,04373,014 73,217
対
象
指
標

①
全市民

人
74,484 74,771

②

0

9,779

受益者負担率（⑩÷⑤）

10,128

計画(見込)値 計画(見込)値
実績値 実績値 実績値目

標

設

定

・

実

績

区分
指　　   　　 標　 　 　　　名　　(上段)

計　算　式　　・　説　     明  　（下段）
単　位

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

73,756 74,372
住民基本台帳

目標(見込)値

吉川市単独

2,9303,938 2,930 △ 1,008

78,479 69,899

84,625 76,045

3,531 6,481 2,950 6,146

0

一部補助 補助事業の上乗せ・横出しあり

73,953 74,830 83,732

6,146

73,514

4.33% 4.51% 7.18%

3,531

13.40%

目標(見込)値 目標(見込)値

全額補助

65,446

県  補  助  率

3,938 2,930 △ 1,008 2,930

0

3,938 2,930

当初(千円)

1,547

国  補  助  率

0.39人 0.39人

74,027 77,568 74,423 87,283

区分

404107 市民プール（屋内温水）管理運営事業

計画(千円)

75,574 81,507 78,361 90,213

1

4,023

まちづくり目標

決算(千円)

・屋内温水プールの貸管理業務、施設維持管理業務を行う。

△ 4,023

9,714

0

8,706

個別計画の位置付け

3,938

0.20人 0.52人 0.52人 0.39人 △ 0.13人

0

主な業務プロセス

73,115

1,547

施　　　　策 直接事業費

対　　象
（誰を、何を）

（直接の対象）屋内温水プールの利用者
（最終的な対象）市民

意　　図
(対象にどの
ような状態に
なってほしい

のか)

00 99 全年齢

屋内温水プールの利用者が安全で快適に利用できるように
なる。

対象年齢

市民プール（屋外）管理運営事業

決算(千円)
令和1年度 令和2年度 令和3年度

目
　
　
　
的

区　　　　　分

前年度事務事業

予算(千円)

CP戦略ﾌﾟﾗﾝとの関連 戦略１ 「住みよさ」推し

増減額(千円)

と
の
関
係

基
本
計
画

第２章 元気・健やか・幸せのまちづくり（健康福祉部門）

8.08%

執 行 方 法 一部委託 業務委託を発注

40410701 温水プール管理業務

81,695

2,930

手　　段
（どのような

事業を行うのか)

令和4年度 令和5年度

0

-

決算(千円)

7.26%

類 似 事 業

健康長寿部 スポーツ推進課 スポーツ推進係

　　　毎年度繰り返し　 　  　単年度　　　  　複数年度

平成7年度 未設定

　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

施策小項目

事業年齢 26歳

一般会計予
算
科
目

会計区分

体育施設管理運営事業

款 項

目 細目

スポーツ費教育費
市まち･ひと･しごと

創生総合戦略との関連
基本目標２『市民の幸福実感を追求する』 体育施設費

第６節 スポーツによる健康・体力づくり

(1)健康・体力づくりの推進

令和3年度 事 務 事 業 評 価 シ ー ト No. 4041 06

実施計画の位置付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

事務事業の性質

根拠法令等 市民プール条例、同条例施行規則基

　
　
本

　
　
事

　
　
項

事務事業名 市民プール（屋内温水）管理運営事業
所管部署名

事前評価日 令和3年9月1日 事前評価責任者 酒匂　淑子

事 業 期 間

関連付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無 事 業 区 分
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教育費 / スポーツ費 / 体育施設費

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

効

率

性

★★★
①

受益者負担
適正化
の余地

コスト改善
の余地

56.48%,

　　  妥当　　　　要検討
役割分担

（行政関与）

達成された

成果向上の
余地

　　  あり　　　 　なし

266,902.54 円

　　  あり　　     なし

活動指標　を単位として換算 単位 ： 円/日

　　  あり　     　 なし

（増加目標指標）

（増加目標指標） 概ね達成された

令和3年度 単位当たりコスト換算指標 令和1年度

開場日数
91.28%

令和1年度

評

価

年

度

の

主

な

取

組

行政が住民の健康・体力づくりを目的とした施設の維持管理を行うことは、施設管理者としての責務であり、他の自
治体においても同様である。今後も業務委託の受託者と緊密に連携しながら、利用者からの要望にも対応していく。

事

業

評

価

　　  あり　　      なし

変動率

老朽化した施設設備を改善し、維持費やランニングコストを削減することで、コスト改
善の余地はある。
使用料について、実状に合った見直しをすることで受益者負担の適正化の余地はあ
る。

施設を適正に維持管理することにより、安全性と利便性が確保されるものであり、成
果向上の余地はある。
スポーツ推進計画にも位置付けされているスポーツ環境を整備することで、スポーツ
による健康・体力づくりという上位施策への貢献度は高い。

達成度が低い

224,254.25 円 411,651.17 円

効率化

終了・完了

終了・完了

　廃止・休止

   拡　大

改

革

改

善

これまでの
改革・改善内容

施設の維持管理に係る修繕については緊急性等を考慮し優先度の高いものから随時対応している。
また感染症対策ガイドライン等を踏まえ、来館者への安全管理に配慮した施設利用の案内を行っている。

事業を取り巻く環境
やニーズの変化

リスク（マイナス要素） 機会（プラス要素）

感染症の流行状況に応じた適切な安全対策が求められる。 水泳やアクアビクスなどによる、健康増進に寄与している。また、日本
水泳連盟25ｍ公認プールであり、ジュニア水泳記録会などに利用して
いる。

施設整備の修繕については、必要性やダウンサイジングを含めて検討する。また、屋内温水プールを今後も持続可能なものとするためには、施
設設備の予防保全が重要となってくる。行財政改革大綱

との関連
（点検・確認）

令和2年度

① 開場日数

上位施策へ
の貢献度

64.84%
若干減少している

達成された
92.25%,

★★★★★

31.10%,
成果
指標

種別

単位当たり
コスト

変動率 減少している

達成度がやや低い

評価指標　（指標性質）令和3年度

★★★★★

増加している
183.56%

令和2年度

★★★★ ★★
利用者数

105.31%, 61.88%,

区　　　分

対象・手段   　　妥当　　    要検討
スポーツによる健康・体力づくりを目的とした施設を市が設置し、市民が安全で快適に利用できるように施設管理する
ことは責務であり、対象、手段、意図は妥当である。

意　　　図 　　  妥当　   　 要検討

▲活動　　●成果

活動
指標

100.90%,
★★★

有

効

性

目
標
達
成
度

評価結果 判断理由（特記事項）

妥

当

性

達成度がやや低い

（
一
次
評
価

）

事
業
の
方
向
性

　廃止・休止

     縮　小

施設設備の修繕については、必要性やコストなどを踏まえながら、優先度の高いものから順次対応していく。

今後の方針

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

「今後の方針」
の説明

（計画内容等）

一次評価日 令和4年5月31日

　現状のまま継続

   拡　大 　手段を改善（実施主体・手段の改善）      縮　小

　現状のまま継続

他の事業に統合

今後の方針    改善のうえで継続

効率化
二
次
評
価

他の事業に統合

一 次 評 価 責 任 者

説   明

二次評価日

一次評価「今後の方針」を踏まえ、利用者が安心・安全に施設を利用できるよう、事業の運営に努める。

令和4年6月22日

　手段を改善（実施主体・手段の改善）

酒匂　淑子

   改善のうえで継続

屋内温水プール　利用者数 （人）

区　　分
有料分 免除

一般 中高生 4歳～小学生 専用コース 高齢 障がい 介助者

5市１町外 1,047 111 498 ― ― ―
3615

5市１町内 16,064 709 3,388 6,731 544 54

合　　計 32,761

小　　計
17,111 820 3,886 3,615 6,731 544 54

25,432 7,329

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3
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～

　法定受託事務 自治事務

　 　 有 　 　無

 　   有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

　 　 有 　 　無 　 　 有 　 　無

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

吉川市年間負担経費(Ａ－Ｂ）

補　助　・　単　独　区　分

　

関連付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無 事 業 区 分

体育施設費

第６節 スポーツによる健康・体力づくり

(3)スポーツ環境の整備

令和3年度 事 務 事 業 評 価 シ ー ト No. 4041 07

実施計画の位置付け 　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

事務事業の性質

根拠法令等 旭公園球場条例、同条例施行規則、都市公園条例等基

　
　
本

　
　
事

　
　
項

事務事業名
旭公園球場等屋外体育施設管理運営事
業

所管部署名

事前評価日 令和3年9月1日 事前評価責任者 酒匂　淑子

事 業 期 間

決算(千円)

5.99%

類 似 事 業

健康長寿部 スポーツ推進課 スポーツ推進係

　　　毎年度繰り返し　 　  　単年度　　　  　複数年度

平成8年度 未設定

　　    有 　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

施策小項目

事業年齢 25歳

一般会計予
算
科
目

会計区分

体育施設管理運営事業

款 項

目 細目

スポーツ費教育費
市まち･ひと･しごと

創生総合戦略との関連
基本目標２『市民の幸福実感を追求する』

と
の
関
係

基
本
計
画

第２章 元気・健やか・幸せのまちづくり（健康福祉部門）

8.43%

執 行 方 法 一部委託 管理業務を委託

40410801 旭公園球場使用許可

20,006

751

手　　段
（どのような

事業を行うのか)

令和4年度 令和5年度

0

（直接の対象）旭公園球場・テニスコート等屋外体育施設の
利用者
（最終的な対象）市民

意　　図
(対象にどの
ような状態に
なってほしい

のか)

00 99 全年齢

旭公園球場やテニスコート等の利用者が、安全で快適に利
用できる。

対象年齢

決算(千円)
令和1年度 令和2年度 令和3年度

目
　
　
　
的

区　　　　　分

前年度事務事業

予算(千円)

CP戦略ﾌﾟﾗﾝとの関連

増減額(千円)

まちづくり目標

決算(千円)

・旭公園球場やテニスコート等屋外体育施設の貸管理業務を
行う。
・旭公園球場の維持管理業務を行う。

△ 2,802

△ 2,173

0

△ 2,254

個別計画の位置付け

833

0.11人 0.11人 0.11人 0.10人 △ 0.01人

0

主な業務プロセス

14,006

851

施　　　　策 直接事業費

対　　象
（誰を、何を）

14,008 18,385 16,217 16,131

1

2,802

0.10人 0.10人

13,158 17,552 15,384 15,379

区分

404108 旭公園球場等屋外体育施設管理運営事業

計画(千円)

Ａ
　
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

県  補  助  率

833 751 △ 82 751

0

833 751

当初(千円)

851

国  補  助  率

73,514

6.85% 7.54% 6.29%

1,259

8.53%

目標(見込)値 目標(見込)値

全額補助

12,813

吉川市単独

751833 751 △ 82

19,513 13,513

20,757 14,757

1,223 1,014 △ 245 1,244

0

一部補助 補助事業の上乗せ・横出しあり

14,324 14,994 15,117

1,244

計画(見込)値 計画(見込)値
実績値 実績値 実績値目

標

設

定

・

実

績

区分
指　　   　　 標　 　 　　　名　　(上段)

計　算　式　　・　説　     明  　（下段）
単　位

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

73,756 74,372
住民基本台帳

目標(見込)値

73,04373,014 73,217
対
象
指
標

①
全市民

人
74,484 74,771

②

0

793

受益者負担率（⑩÷⑤）

1,195

250
250 250

旭公園球場の開場日数（雨天等使用不可日除く） 213 184 250
活
 

動
 

指
 

標

①
旭公園球場開場日数

日
250 250

②
テニスコート開場日数（2か所計）

日
580

③

580 580
580

7,855

580
595 591 674

38,000 38,000
38,000 38,000

テニスコートの年間利用者延べ人数 33,597 28,908 37,886

13,000
13,000 13,000

旭公園球場の年間利用者延べ人数 11,947 8,190

テニスコートの開場日数（雨天等使用不可日除く）

旭公園球場利用者数

Ｃ

Ｄ

テニスコート利用者数
人

11,000

38,000

投

入

資

源

人　　　件　　　費

正職員人件費

会計年度任用職員人件費

受益者負担額（使用料・手数料等）

そ   　の    他 

市　      　  債

県  支  出  金

国  庫　支　出　金

トータルコスト計（①＋②＋③－④）

コ ス ト 対 象 外  (除外)

間　 接　 経 　費　(加算)

Ｂ
　
特
定
財
源

事　　　業  　　費

成
果
指
標

①

②

正職員投入人員

人
13,000
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教育費 / スポーツ費 / 体育施設費

１　旭公園球場　利用者数 ３　吉川運動公園テニスコート　利用者数

酒匂　淑子

   改善のうえで継続

　手段を改善（実施主体・手段の改善）

説   明

二次評価日

一次評価「今後の方針」を踏まえ、利用者が安心・安全に施設を利用できるよう、事業の運営に努める。

令和4年6月22日

他の事業に統合

一 次 評 価 責 任 者

（
一
次
評
価

）

事
業
の
方
向
性

　廃止・休止

     縮　小

施設の修繕については、必要なコストや緊急性を考慮し、優先度の高いものから順次対応していく。

今後の方針

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

「今後の方針」
の説明

（計画内容等）

一次評価日 令和4年5月31日

　現状のまま継続

   拡　大 　手段を改善（実施主体・手段の改善）      縮　小

　現状のまま継続

他の事業に統合

今後の方針    改善のうえで継続

効率化
二
次
評
価

85.20%, 73.60%,

区　　　分

対象・手段   　　妥当　　    要検討
スポーツによる健康・体力づくりを目的とした施設を市が設置し、市民が安心・安全・快適に利用できるように施設管
理することは責務であり、対象、手段、意図は妥当である。

意　　　図 　　  妥当　   　 要検討

▲活動　　●成果

活動
指標

100.00%,
★★★

有

効

性

目
標
達
成
度

評価結果 判断理由（特記事項）

妥

当

性

達成度がやや低い

種別

単位当たり
コスト

変動率 減少している

達成度がやや低い

評価指標　（指標性質）令和3年度

★★★★★

増加している
151.93%

令和2年度

★★★★ ★★★
旭公園球場利用者数

① 旭公園球場開場日数

上位施策へ
の貢献度

64.57%
増加している

概ね達成された

91.90%,

★★★★

74.45%,
成果
指標

変動率

老朽化した施設設備を改善し、維持費やランニングコストを削減することで、コスト改
善の余地はある。
使用料について、実状に合った見直しをすることで受益者負担の適正化の余地はあ
る。

施設を適正に維持管理することにより、安全性と利便性が確保されるものであり、成
果向上の余地はある。
スポーツ推進計画に位置付けされているスポーツ環境を整備することで、スポーツに
よる健康・体力づくりという上位施策への貢献度は高い。

達成度がやや低い

65,767.46 円 99,918.57 円

効率化

終了・完了

終了・完了

　廃止・休止

   拡　大

活動指標　を単位として換算 単位 ： 円/日

　　  あり　     　 なし

（増加目標指標）

（増加目標指標） 概ね達成された

令和3年度 単位当たりコスト換算指標 令和1年度

旭公園球場開場日数
110.92%

令和1年度

評

価

年

度

の

主

な

取

組

行政が住民の健康・体力づくりを目的とした施設の維持管理を行うことは、施設管理者としての責務であり、他の自
治体においても同様である。今後も業務委託の受託者と緊密に連携しながら、利用者からの要望にも対応していく。

事

業

評

価

　　  あり　　      なし

(人)

改

革

改

善

「改善のうえで継続」
の場合の展開方針

効

率

性

★★★
①

受益者負担
適正化
の余地

コスト改善
の余地

60.42%,

　　  妥当　　　　要検討
役割分担

（行政関与）

達成された

成果向上の
余地

　　  あり　　　 　なし

64,522.29 円

　　  あり　　     なし

これまでの
改革・改善内容

施設設備の修繕は、緊急性等を考慮し優先度の高いものから随時対応している。
旭公園球場については内野外野芝生に段差があり、安全使用に支障があるため令和2年度末に改修を始めた。
テニスコート管理協力員連絡会は令和2年度で廃止し、市テニス協会との協定に基づく優先調整を行う体制に改善した。

事業を取り巻く環境
やニーズの変化

リスク（マイナス要素） 機会（プラス要素）

公共施設の老朽化については市全体の課題となっており、旭公園球場
についても施設の老朽化、設備の故障が明らかであることから、今後利
用者からの維持管理に関する要望が増加することが見込まれる。

業務委託において、球場整備に見識のある職員が配置されたことによ
り、グラウンドをはじめとした施設の状態は改善傾向である。

施設設備の修繕については、必要性やダウンサイジングを含めて検討する。また、必要に応じて野球団体等の利用者からの意見聴取による
ニーズの把握を行うなどして、最適な手法を選択していく。行財政改革大綱

との関連
（点検・確認）

令和2年度

(人)

区　　分 有料分 免除 合計 区　　分 有料分 免除 合計

5市１町内 6,342 1,120 7,462 （うち市内 6,115） 5市１町内 17,874 4,686 22,560 （うち市内 15,453）

合　　計 6,735 1,120 7,855 合　　計 18,564 4,686 23,250

5市１町外 393 393 5市１町外 690 690

２　沼辺公園テニスコート　利用者数 (人)

区　　分 有料分 免除 合計

5市１町内 8,989 5,601 14,590 （うち市内 11,978）

5市１町外 46 46

合　　計 9,035 5,601 14,636

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3

50%

75%

100%

125%

150%

H31 R2 R3
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